


公益社団法人  日本歯科医師会

― 歯科医師の倫理綱領 ―

われわれ歯科医師は、日頃より歯科医学および歯科医療の研鑽を通じて培った知識や技術を
もって、人々の健康の回復と疾病の予防のために貢献するものである。

一、専門職として歯科医学と歯科医療の発展のために尽くし、医療倫理の実践に務める。

一、専門職であることを念頭に、法を遵守し適切な説明を行い、常に愛情を持って患者
のために社会的使命を果たすように努める。

一、自己の知識、技術、経験を社会のために提供し、社会福祉および国民の健康向上の
ために努める。

表紙に寄せて

　熊本の雪。滅多に出逢えないからこそ、その圧倒
的な「白」が齎す世界は心を奪います。天から舞う
姿も、粒子が重なり積もりゆく姿も、神々しいまで
の静謐。日常が一変する「雪化粧」は、自転車のサ
ドルや湖畔の枯れ草、道端のゴミさえも幽玄に変え
てしまいます。
　けれど美しい雪女が去った抜け殻は全て、泥を
帯びて無残な姿。水道管凍結や交通麻痺など、現
実には無数の不便がつきまとうのに、それでも次に
逢えばまた魅了されてしまう稀有な存在。
　古語の「不便」には「愛しい」という意味もある
そうです。不便ささえも「愛しい」と思えるような
美しい日常を送りたいものです。 （N・A）
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これからの地域包括ケアシステム

の在り方

常務理事　町田由美子

　現役世代が激減し、高齢者人口がピークを迎える「2040年問題」を控え、私たち歯科医師
が地域社会で求められるニーズや役割は変化しています。
　現在、多くの地域で歯科医師の偏在や過疎化に伴う医療格差が顕在化しています。それぞ
れの場所で抱える悩みは異なりますが、共通しているのは「いかにして地域住民の健康を生
涯にわたって支え続けるか」という問いです。特に医療資源が限られる地域においては、性
別や年齢を問わず、多様なライフステージにある歯科医師がともに協力しながら持続可能な
医療体制を構築していくことが地域医療を維持するための大きな力になると感じています。
　2040年に向けた地域包括ケアシステムにおいて、歯科医師に期待されている役割は、単に
疾患を治療するにとどまりません。多職種と連携しながら、患者様の全身状態や生活背景を
理解し、最期まで「食べる」喜びや「語らう」楽しみを支える「ケア」への比重が高まって
います。
　こうした時代の要請は、2026年度の診療報酬改定にも反映される見通しです。これまでの
流れを汲みつつ、口腔機能の管理や重症化予防を重視する傾向はより鮮明になり、オーラル
フレイル対策やライフステージに応じた継続的な口腔機能管理が診療の大きな柱となるで
しょう。
　また、通院が困難な高齢者の増加に伴い、歯科訪問診療の重要性もいっそう増しています。
外来での診療を軸としながらも、必要に応じて患者様のご自宅や施設へ赴くアウトリーチ型
の診療モデルは、地域包括ケアの環（わ）を繋ぐ大切な要素です。そこでは、多職種との対
話を通じて、一人の生活者としての患者様を支える視点が欠かせません。
　これからの時代、育児や介護といったライフイベントを経験しながらも、専門職としての
責任を果たし、地域に貢献していくためには、性別に関わらず仕事と生活を調和させ、誰も
が働きやすい環境を自分たちの手で整えていくことが大切であると考えています。デジタル
技術の活用やチーム医療の充実により、時間や場所の制約を乗り越え、多様な働き方が認め
られるようになることで、歯科医療の現場もより豊かなものになるよう取り組みたいと思い
ます。
　誰もが住み慣れた地域で自分らしく、最期までお口から美味しく食べ、笑顔で過ごせる社
会。その実現に向けて、私たち歯科医師はしなやかな連帯感を持って、互いの多様な視点を
尊重しながら、一歩ずつ進んでいきたいものです。変化の多い時代ではありますが、地域に
根ざし、人々の人生に寄り添う歯科医療の価値を、次世代へと繋いでいけるよう、共に歩ん
でまいりましょう。
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科界全体のイメージアップ戦略など、来年も
先生方のお知恵を拝借しながら、様々な施策
を進めていきたいと考えております。
　また本日は、本会の顧問にご就任いただい
た熊本大学歯科口腔外科の中山教授にお越し
いただいております。中山顧問には年３回ほ
ど理事会にご出席いただき、大学の近況報告
等をいただく予定です。今後、歯科医師会と
大学との連携をより強固なものにしてまいり
たいと思いますので、どうぞよろしくお願い
いたします。

３　挨拶・報告：中山顧問
４　議長選出：牛島会長
５　議事録署名人：�神山・永松監事、牛島会

長
６　会務報告：（自：11月21日～至：12月18日）
本 　会 　総 　務：理事会、常務理事会
社 　会 　保 　険：社会保険委員会
地域保健学校歯科：�くまもと健康づくり県民

横丁
地 域 包 括 ケ ア：�がん医科歯科連携登録医

のための全国共通がん医
科歯科連携講習会、介護
支援専門員協会合同研修
会、在宅歯科医療研修会

広　　　　　　報：�熊歯会報12月・１月号校
正

歯科界をより豊かにするための施策を

　12月23日（火）午後７時より県歯会館におい
て、牛島会長他全役員、神山・永松監事、中
山顧問の出席のもと開催された。
１　開会：椿副会長
２　挨拶：牛島会長

　６月28日の代議員会から役員にご就任いた
だいた役員、監事の先生方には、それぞれの
立場で職務を全うしていただきましたこと
に、心より感謝申し上げます。この半年間、
会務を円滑に執行できましたので、ぜひこの
勢いを止めることなく、来年も続けてまいり
たいと考えております。改めて、この一年間
お世話になりました。
　先日報道されました令和８年度の診療報酬
改定につきましては、改定率3.09%と、30年
ぶりに高い水準となりました。医師会と歯科
医師会は、要望に対し強力に対応いただいた
として、政権与党へ感謝の意を表するプレス
リリースを出されています。しかし、この
3.09%の数字だけで現在の歯科界を取り巻く
情勢を劇的に変えるのは難しいのではないか
と感じております。今後、詳細な数字が示さ
れると思いますが、物価高騰や人件費増、医
療費本体の改定率そのものは、前回（0.88％）
を下回る可能性も危惧されています。これら
は一時的な補填の面が強く、依然として不安
が残ります。現在は医科・歯科・調剤の配分
が議論されている最中ですが、これまでの配
分比率「1.0：1.1：0.3」が堅持されるかどう
かも注視していく必要があります。こうした
不透明な情勢だからこそ、私たちは歯科界を
より豊かなものにするため、様々な事業を通
じてしっかりとアクションを起こさなければ
なりません。改定率以上の経営の安定化と収
益のアップ、人材確保のための労働分配率の
改善、そして若い世代が歯科医療職を志せる
ような働きかけ、さらには、県民の皆様への
健診・予防・健康管理の周知と受診勧奨、歯

― 第８回理事会 ―
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医　 療　 対　 策：�コンプライアンス推進室
会議、医療相談・苦情対
応

厚生・医療管理：�Out of KidZania in くま
もと

セ　 ン　 タ　 ー：�役職員会、実務委員会、
総会

学　　　　　　院：�熊歯衛祭、役職員会、運
営審議会

国　 保　 組　 合：理事会
以上、各担当役員より報告がなされた。
７　報告事項：
　１．退会会員について
　２�．熊本県歯科医師会創立120周年記念行
事（令和９年開催）について

　３�．人吉球磨歯科医師会からの大雨災害に
おける義援金について

　４．事業実施報告書について
　　・Out of KidZania in くまもと
　５�．令和８年度各委員会事業計画・予算（案）
の修正について

　　・（事業計画）医療管理委員会
　　・（予算書）�医療保険、厚生、災害時対策・

警察歯科総合検討会議
　６．11月末会計現況について
　７．その他
８　連絡事項： 
　１．１月行事予定について
　２．その他
９　承認事項： 
　１．共催・後援名義使用依頼について
　 【承認】�［共催］①第11回熊本県歯科口腔

外科研修会／熊本第一三共（株）
　 【承認】�［後援］②妊産婦等生活援助事業

令和７年度報告会・特別講演会／
社会福祉法人愛育会 福田病院

10　議題：
　１�．令和７年度第２回臨時代議員会日程
（案）について

　 【可決】�審議の結果、原案通り可決承認し
た。

　２．令和８年度事業計画（案）について
　 【可決】�審議の結果、原案通り代議員会へ

上程することを可決承認した。
　３�．令和８年度会費及び負担金の賦課額・

賦課率並びに徴収方法（案）について
　 【可決】�審議の結果、原案通り代議員会へ

上程することを可決承認した。
　４�．令和７年度委託・補助事業予算書（案）
について

　　①障がい児（者）口腔ケア事業
　　②歯科衛生士確保対策事業
　 【可決】�県の委託・補助事業について、今

年度の補正予算を組むための予算
案を説明。審議の結果、補正予算
を代議員会へ上程することを可決
承認した。

　５�．令和８年度県歯終身会員、代議員会表
彰者リスト等について

　 【可決】�審議の結果、原案通り可決承認し
た。

　６�．エフエム熊本「歯とお口の情報発信
コーナー」依頼について　【資料12】

　 【可決】�審議の結果、１クール（３ヵ月）
契約することを可決承認した。

　７．熊歯会報への執筆依頼について
　　①�シニア倶楽部会員「Legend ～伝説の

ささやき～（仮題）」
　　②新入会員「若手会員の語り草（仮題）」
　 【可決】�審議の結果、原案通り可決承認し

た。
　８�．熊本県歯科医師会公式インスタグラム
の運用について

　 【可決】�審議の結果、運用方法はこれから
検討することとし、開設について
は可決承認した。SNS運用規程が
古いため、新たに改正することと
し、運用方法が正式に決定したら
運用を開始する。

　９�．令和８年度熊本県庁行政棟広告掲出に
ついて

　 【可決】�県庁に掲出しているポスターにつ
いて来年度以降も継続依頼があっ
たことを説明。審議の結果、現在
同様に本館地下・大会議室前ホー
ルに掲出することを可決承認し
た。なお、ポスターのデザイン等
は今後検討していく。

　10．�令和６・７年度新安心・安全歯科医療
推進制度について
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　 【可決】�新安心・安全医療推進制度のチェッ
クリスト案について提案。項目を
一部修正し、審議の結果、可決承
認した。

　11．�税理士法人ユース会計社・ユース社会
保険労務士法人の顧問料等の値上げに
ついて

　 【可決】�顧問料の値上げ依頼があったこと
を説明。審議の結果、顧問料等を
可決承認した。

　12．職員駐車場隣接物件について
　 【保留】�職員駐車場横の物件について地主

より購入依頼があったことを説
明。坪単価や建物の解体費用は含
まれないことを確認し、多数決の
結果、賛成10票・反対10票となっ
た。１月の各郡市会長・専務理事
会で意見を伺い、会館管理運営委
員会にて検討を続けることとし、
保留とした。

　13．事業企画書について
　　・社会保険講演会 
　 【可決】�審議の結果、原案通り可決承認し

た。
11　協議：
　１�．熊本県歯科医師会・熊本歯科衛生士専
門学院の会館管理について

12　監事講評：
神山監事：�「連日、金パラ価格が高騰してお

り、皆様も大変苦慮されているこ
とと思います。本日の価格は14万
2,600円（30g）で、まさに異常事
態と言わざるを得ません。このよ
うな事態を、ただ黙って見過ごす
わけにはいきません。現場では、
いかに金パラを使わずに補綴を行
うか、代替案をどうするか等、常
に頭を悩ませているのが現状で
す。CAD/CAMの活用も一つの

道ですが、これほどの会員数を擁
する日歯において、なぜこれまで
金属代替の研究が十分にされてこ
なかったのか、非常に残念に感じ
ております。補綴をすればするほ
ど赤字になるという現在の診療体
制は、健全とは言えません。まず
は熊本県から、各郡市会長の皆様
のお力をお借りし、組織が一丸と
なって日歯へ強く働きかけていく
べきだと考えています。」

永松監事：�「令和８年度の改定率3.09%は、30
年ぶりの高水準です。30年前は、
私も既に開業しておりましたが、
当時の記憶はありません。それほ
どまでに私たちは、長らく続いた
この不況に慣れきってしまってい
たのではないかと痛感しておりま
す。しかし、現在の歯科界が置
かれている厳しい情勢を鑑みれ
ば、今回の改定こそが重要な転換
点です。ただ数字を上げるだけで
なく、現場の実態に即した適材適
所な点数配分を切に願っておりま
す。また、2022年の骨太の方針で
打ち出された国民皆歯科健診につ
いては、2025年を一つの目標とし
ていたはずですが、現状では具体
的な進展が見えにくい状況にあり
ます。一方で、令和８年度の厚生
労働省の予算概算要求では、事業
所における唾液検査をパイロット
事業として実施する計画が盛り込
まれています。これを足掛かりと
して、制度の整備が早期に進展す
ることを強く望んでおります。」

13　閉会：大林副会長
（広報　秋山 清）
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　11月９日（日）午前11時より熊本市上通りびぷれす広場において、
令和７年度170万人熊本県民お口の健康運動「歯と口の健康応援
フェア」が開催された。各郡市でも会員の先生方には「笑顔ヘルC
キャンペーン」の一環として無料歯科相談を中心としたイベント
の開催にご尽力頂き、心より感謝申し上げる。中央イベントは主
催に県歯及び熊本日日新聞社、共催に県歯科技工士会と県歯科衛
生士会、後援に熊本県と県教育委員会、そして花王株式会社に今
年もご協力頂き、県民の口腔意識を高める非常に有意義なイベン
トとなっている。告知も10月初旬から熊日新聞、くまにちスパイ
ス各紙媒体とWeb版、さらには熊日新聞のX等のSNSも活用し、時
代に合わせた幅広い宣伝で多数の県民に来て頂いた。
　牛島会長の挨拶で開会し、ステージイベントではまず笑顔ヘルC
写真コンクール入賞者の表彰式（受賞者８人中６人参加）が執り
行われた。特に会長賞は会報12月号の表紙にもなった、田植えの
際のとても素敵な笑顔を浮かべる女子高生の写真で、目にした先
生も多いであろう。
　各コーナーでは①地域保健委員会によるお口の何でも相談②県
歯科衛生士会による歯みがき指導③熊本歯科衛生士専門学院によ
るお仕事紹介④県歯科技工士会による技工物展示⑤熊本市8020健
康づくりの会による活動紹介⑥県歯在宅歯科医療連携室の訪問診
療紹介⑦口腔保健センターの障がい者歯科紹介⑧花王ブースでの
新製品ピュオーラ炭酸ハミガキ粉（爽快！オススメです）の８つ
のブースが設けられた。お口の健康アンケートに答えて頂いた来
場者に花王製品プレゼントする企画を行ったところ、アンケート
総数は472件に上り大盛況であった。さらにステージでは恒例の県
下小学生による「図画・ポスター、習字ならびに標語コンクール」
の表彰式が執り行われた。各賞（熊本県知事賞、熊本県教育委員
会賞、熊本県歯科医師会賞を各13人ずつ）を受賞した39人の児童
全員が出席し、会場を盛り上げ、午後４時に大林副会長による閉
会挨拶で幕を閉じた。
　年々イベントは進化、改善しているが、今年は例年以上に進行
もスムーズに運び会場の雰囲気も良かった。後日の反省会のアン
ケート集計結果でも、幅広い世代に来場頂き、歯科に関する知識
も深く、歯科定期健診を受けている方が半数以上を占めるなど、
大変満足のいく総評であった。来年もイベントを大いに盛り上げ、
県民の口腔内の健康に対する意識向上に少しでも貢献していきた
い。

（理事　松原 崇士）

大盛況だった「歯と口の健康応援フェア」

笑顔ヘルＣキャンペーン

牛島会長による開会あいさつ

各ブースで体験会や相談会など盛り上がっていた
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学院の学生も参加した

大林副会長による
閉会の挨拶

受賞者へ表彰式が行われた

びぷれすに受賞作品が展示された― 8 ―
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口腔機能低下の予測と対応について知る

― 県介護支援専門員協会合同研修会 ―

　11月29日（土）午後２時より県歯会館・Web
によるハイブリッド形式で、標記研修会が開
催された。
　初めに町田常務理事の挨拶が行われた。次
に「基本チェックリストからわかるお口の機
能」という演題で園田委員長の講演が行われ
た。
　講演は介護予防事業で対象者抽出に用い
る「半年前に比べて固いものが食べにくくな
りましたか？」「お茶や汁物等でむせること
がありますか？」「口の渇きが気になります
か？」の３つのチェックリストについて、ど
のような問題が口腔内で起こっているかの解
説が行われた。

　特に食塊形成不良が咽頭期の嚥下に深く影
響していることが、動画を用いて解説された。
食塊形成不良は歯牙の喪失のみならず舌や頬
粘膜、口唇機能が影響していて、臼歯の咬合
確立と同じくらい舌を含めた口腔機能が大切
である。また水分の誤嚥は口腔内での水分保
持が十分に行われていないことによって起こ
り、喉の機能より口腔機能の低下が大きく影
響し、また口腔乾燥により咀嚼の際に食塊形
成が十分に行われず誤嚥のリスクが増加する
ことも示された。

　以上のことから、口腔機能低下は摂食嚥下
機能低下に直接的につながるため、歯科医療
従事者は口腔機能低下症の対応が重要で、普
段口腔内を直接観察する機会が少ないケアマ
ネ側は経口摂取の問題から口腔機能の低下を
予測して患者を歯科に繋ぐことを実践してい
ただきたいとの提言がなされた。
　後半は、グループワークでWeb参加者、来
館参加者に分かれ、各グループで症例検討が
行われた。歯科側の立場とケアマネ側の立場
から、症例に対してどのようなアプローチが
必要であるか、活発な討論が行われその内容
を各グループで発表した。

　歯科医療従事者は普段の治療を行う際に、
食事がしっかり摂れているかまで確認して、
全身状態や体力を考えながら、治療に反映さ
せていくことが重要であり、ケアマネ側は食
事の摂取量低下や食事時間の延長が見られた
ら、嚥下機能評価や食環境の整備とともに、
口腔内に食事が摂れなくなっている原因がな
いかを歯科に相談する意識が重要であること
が本研修会で再確認された。

� （園田 隆紹）

括包域地 アケ

熱心に講演をする園田委員長

グループワークの様子
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イートロス予防・医市連携・歯科漢方薬

― 在宅歯科医療研修会 ―

　12月６日（土）・７日（日）県歯会館にて、医
師であり歯科医師でもある日本大学歯学部摂
食機能療法講座 主任教授 兼 東京大学医学
部老年病学 非常勤講師の米永一理先生によ
る標記研修会が行われた。初日は講演と実習
を合わせた研修で、２日目は講演のみのWeb
と対面によるハイブリッド形式の研修が行わ
れた。それぞれ初日は多職種含め61人、２日
目は53人の受講者となった。
　午後３時より赤尾委員進行のもと『食べる
に関わる全身のみかた～食を目的とした繋が
りで連携がもっと楽しくなる～』という演題
にて米永先生の講演が始まった。
　超高齢社会において求められるのは患者・
家族への個別的な対応であり、それを支える
多職種の医療関係者も含め、皆が納得する
ことが最も大切になってくる。その中でも口
のささいな衰え、つまりオーラルフレイルか
ら食べることが維持できなくなり、介護状態
へとつながっていく。このイートロスを少し
でも防ぐためには、多職種の連携はもちろ
ん、さらにその先の医市連携が必要となって
いく。医市連携とは、医療、市民、市場、市
政の連携のことである。「食べる」とは①食
品調達②調理③食欲④食べる機能⑤スムーズ
な排泄⑥片付けの一連のサイクルが必要であ
り、今までの医療・歯科・行政の連携に加え、
新時代に向けて食品製造業、農水産業、小売
業、飲食業などとの連携が「食べる」の支え
となってくる。今回は飲食業界との連携例と
して手間、提供の安定性、人件費などの問題
をコストパフォーマンスの面から改善できる
よう伊藤園と共同開発し、とろり緑茶を開発
した。
　また今後医療業界においては薬剤耐性
（AMR）が問題になってくると思われる。そ
のため様々な分野での抗微生物薬の適正使用

が重要になってくる。さらに誤嚥性肺臓炎と
誤嚥性肺炎の見極めも大切であり、誤嚥性肺
炎であれば口腔内微生物による不顕性誤嚥が
多いため抗菌薬が必要となるが、誤嚥性肺臓
炎であれば、食物や嘔吐によるもののため、
抗菌薬は不要となる。
　そして「食べる」には咀嚼だけでなく、姿
勢と呼吸状態が強く関係しており、肺炎患者
は食事摂取により呼吸状態が悪化することが
分かっており、食事中に呼吸状態が増悪する
ことでイートロスになっている患者もいると
思われる。座位にて摂食が困難な患者も完全
側臥位法により改善する所見がある。口腔機
能低下症においても特に舌圧は食形態及び全
身状態と関連すると分かっており、大変重要
になってくる。
　初日講演の最後に米永先生はこのように食
べるに関わる口腔領域のエビデンスから、「食
べる」を科学することでイートロス予防と医
市連携を進め、歯科から新時代を創造してい
きたいものだとまとめられた。講演会場には
実際に開発された伊藤園のとろり緑茶の試飲
があり、試飲した受講者からは想像以上に味
もよく飲みやすいと驚きの声があがってい
た。

括包域地 アケ

講演をされる米永先生

― 10 ―
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　グループワークは３つの班に分かれ、いく
つかの症例を通して熊本県における多職種連
携に向けてできる一つの方針をまとめた。今
回大きく３つの課題に分け、１つはオーラル
フレイルを始めとした早めの情報提供、２つ
目は食形態の組み分けをどのように進めてい
くか、３つ目は栄養について高齢者及びご家
族にマネジメントしていくこと、まずこの３
つから優先的に向き合っていくといいのでは
ないかという結論に達した。

　２日目の講演は『歯科漢方薬の使い方～
オーラルフレイル・口腔機能低下症に対し何
ができるか～』と題し、歯科領域でもオーラ
ルフレイル・口腔機能低下症の概念が確立し、
診断できるようになったが、実際具体的な治
療および処方となると対応に苦慮することも
多い。そのような中で漢方医学における「腎

虚」とはフレイルと近い考え方であり、漢方
薬はこれらの領域に有用なツールとなりうる
と講演された。漢方薬のイメージは慢性期に
使用し副作用は少ないが効果も弱いというも
のだが、本来漢方は急性期に使用する薬であ
り、現在保険収載歯科関係薬剤11種類につい
て症例別の使い分け、正しい処方の仕方など
時間が許す限り話された。漢方はまだ我々歯
科医師の間ではなじみがないものの、今まで
対応に困っていた症例に対する新しい一手に
なる可能性があることから、講演後活発な質
疑応答が行われた。
　今回の講演はイートロス予防のための食品
製造業、飲食業まで広がった連携の話から実
際に使用できる漢方の話まで幅広く講演さ
れ、大変有意義な研修となった。

� （川野 智美）

グループワークも活発に行われた

米永先生を囲んで
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県民の健康意識を高める！

― くまもと健康づくり県民横丁 ―

　11月23日（日）、熊本市下通アーケードにて
標記イベントが開催された。このイベントは
熊本県が主催し、県民の健康づくりをサポー
トする15の企業・団体が県民の健康意識を高
めるために行われており、昨年度に初めて開
催され、今回が２回目となった。
　本会では明治安田生命や県歯科衛生士会の
ご協力の下、お口の健康相談コーナーを担当
した。具体的な流れは、まず来場された方に、
明治安田生命のコーナーにて唾液を採取して
もらい、LIONの唾液検査器「SMT」で測定
し、結果シートを受け取ってもらった。結果
シートはレーダーチャートで印刷され、①歯
の健康（唾液中のむし歯菌、酸性度、緩衝能）
②歯ぐきの健康（白血球、タンパク質の割合）
③口腔清潔度（アンモニア成分の割合）が数
値で示される。平均値より高いか低いかが一
目で解り、測定し結果が出るまで５分程度と
非常に簡便で優れたシステムであった。本会
ブースでは来場された方の結果シートをもと
に指導を行い、さらにお口の中の気になる点
があれば相談に乗ってアドバイス等を提示し
た。また、県歯科衛生士会のブースでも結果
シートをもとにお口の何でも相談を行った。

　今回100人近い方が唾液検査を受けられ、
県民の皆様が歯とお口の健康に対する意識が
高まる良い機会になったと思う。さらにお昼
頃、木村 敬県知事がお見えになり、実際に
唾液検査を受けられた。直接お話を伺い、歯
の相談ができたのも非常に貴重な経験であっ
た。とても有意義なイベントであるので、来
年以降も継続していけたらと思う。

� （理事　松原 崇士）

健保 校学 科歯域地

２回目のイベント参加でした！

木村県知事もお見えになりました

― 12 ―



Ｒ．８．２ 熊歯会報熊歯会報 Ｈ.29.５

12

医科歯科連携の深化が重要

― 糖尿病・歯周病医療連携研修会 ―

　12月19日（金）午後７時より県歯会館・Web
によるハイブリット形式で標記研修会が行わ
れた。国保水俣市立総合医療センター代謝内
科の古川昇診療部長と九州大学大学院の西村
英紀歯学部長をお招きしての開催となった。
　初めに、「糖尿病の基礎知識と最近の話題」
と題して古川診療部長にご講演頂き、糖の代
謝に始まり糖尿病の分類、特徴、合併症、治
療について話された。糖尿病の治療において
重要なのは、いかに合併症を防ぐかというこ
とであり、また薬やインスリンを使用してい
ても基本は食事療法と運動療法になってくる
とのことだった。そして、治療薬について作
用機序や作用動態別にお話しされ、様々な新
薬の開発も重要だが、糖尿病をもつ人が糖尿
病を理由に不利益を被ることなく、治療の継
続により糖尿病のない人と変わらない生活を
送ることができる社会環境を構築することが
重要とのことだった。
　次に「糖尿病と歯周病の医科歯科連携」と
題して西村歯学部長にご講演頂いた。生活習
慣病のリスクはすべてのライフステージにお
いて存在するが、今回は壮年期と老年期につ
いてお話しされ、壮年期、老年期といっても
年齢で区別するよりも栄養状態で捉えること
が重要で、栄養過多の壮年者、栄養不良の高
齢者に区切って説明された。壮年者において
は過剰栄養のため炎症性疾患の感受性が亢進
し、動脈硬化、２型糖尿病のリスクが高くな
るので歯周病治療による歯周炎症症状の改善
は重要であり、特に糖尿病患者でCRPが高い
人においてSRPや局所抗菌療法は効果が高い
とのことだった。また、過剰栄養は肥満につ
ながるが、高度肥満よりもBMI25付近のやや
肥満の人が特にCRPが上昇しやすいため、歯
科受診による炎症のコントロールはかなり重
要のようだ。高齢者においては、栄養不良の

ため炎症はあまり起きないが抵抗力が落ちて
感染に対するリスクが増大する。そのため口
腔内においても歯肉の炎症はあまり起きない
こともあるが細菌は増殖しやすく、結果、毒
素が体に回って敗血症性ショックを起こしや
すくなるとのことで、高齢者においては口腔
乾燥、う蝕、歯周病、歯牙欠損、口腔内感染
などに注意し歯科受診をして頂く必要があ
る。またオーラルフレイルも栄養不良の一因
となり低栄養になると、転倒・骨折、認知症
リスクが上がり要介護状態になりやすくなる
ため、歯科受診の際の口腔内の観察も重要で
あるとのことだった。
　今回の研修会で糖尿病と歯周病はお互い影
響し合うことは周知の事実だが、歯周病はそ
のほかの全身疾患にも影響することも分かっ
ているため、医科歯科の連携をより深化させ
ていくことが様々な疾患へ有益な結果をもた
らすと感じた。また、糖尿病の治療において
一番重要なのは食事ということだったが、改
めて口の機能を保つことが治療においても予
防においても大切であり歯科医師として貢献
できればと感じた。
� （堂上 哲矢）

健保 校学 科歯域地

糖尿病・糖尿病患者に関してご講演される古川診療部長
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フッ化物応用の取り組みについて知る

― 第２回学術講演会 ―

　10月18日（土）、県歯会館にて標記講演会が開
催された。渡辺会長の開会の辞に続き、講師に
浪越歯科医院 浪越建男院長をお迎えし、「フッ
化物応用〜生涯を通じた歯と口腔の健康のため
に〜」という演題でご講演頂いた。
　日本の口腔保健の現状は、若年層のう蝕は減
少傾向にあるものの、人口の多い中高年層では
う蝕が増加傾向にあるという課題を抱えてい
る。特に日本人の約３割、約4,000万人が未処
置う蝕を有しており、これは糖尿病の予備軍を
含む患者数の２倍にあたるという指摘がなされ
た。世界的に見ても、う蝕は最も一般的な健康
問題の一つであり、歯科疾患がもたらす世界的
な経済的負荷は、年間で約4.6兆円（グローバ
ルヘルス支出の4.6%）という甚大な規模に上る
とのことであった。また、歯の喪失の主要な原
因は、40歳以上では歯周病が優勢となるものの、
成人・高齢者でもう蝕は歯の喪失の重要な原因
の一つであり、40歳以上の喪失原因の20.5%を
占めている。

〈フッ化物応用の基本原則と集団戦略の有効性
について〉
　う蝕予防において、フッ化物応用は「重要な
鍵」として位置づけられ、その基本原則は低濃
度・高頻度であることが強調された。フッ化物
応用の目的は、フッ化物イオンがエナメル質表
面の溶解を抑制し、再石灰化を促進することに

ある。講演では、国際歯科連盟（FDI）が推奨
するう蝕予防の優先順位において、水道水フロ
リデーションが１位、次いでフッ化物添加食品、
フッ化物洗口、フッ化物配合歯磨剤と続くこと
が示された。
　フッ化物応用による早期介入の重要性が特に
強調され、フッ化物応用を４〜５歳から始める
ことで、後々の人生が変わってくると指摘され
た。
　集団全体のリスクの程度によらずカバーする
ポピュレーションストラテジー（集団戦略）は、
う蝕の有病率を低下させる上で大きな効果を上
げている。日本における公衆衛生的施策の成功
例として、1970年から始まった新潟県弥彦小学
校でのフッ化物洗口の継続実施が挙げられてお
り、集団的フッ化物洗口の効果が確認されてい
る。集団的フッ化物洗口の効果を生涯で見た場
合、う蝕を抑制し、高齢期に歯の本数が増える
ことが期待される。
〈健康格差の是正と水道水フロリデーション〉
　う蝕の有病率は、他の疾患と比較しても未だ
に子どもに最も多い疾患であり、その格差は出
生直後からすでに存在し、年齢とともに拡大し
ていく傾向にある。経済状況が悪い人ほど口腔
の健康が悪いという「健康格差」の問題が存在
し、この格差を是正するためには効果的な方法
が必要とされる。
　世界が推奨する、健康格差への最も効果的な
対策こそが水道水フロリデーション（WF）で
ある。WFはポピュレーションストラテジーの
真髄であり、水道水中のフッ化物を至適濃度に
調整することで、水を飲むだけでう蝕が半減
する効果がある。WFは175年間の実績があり、
科学的根拠に裏打ちされた高い安全性を持ち、
世界の医学・歯学が支持している。WFの普及
はう蝕の減少をもたらし、結果として歯科医療
ニーズの減少、特に修復治療や補綴治療に要
する時間の削減につながると予測されている。
WFは、社会的な決定要因により生じる健康格

講演される浪越院長
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熊本市歯科医師会

医療連携による糖尿病患者の治療

― 糖尿病患者の歯周治療協力医募集の講演会 ―

　12月６日（土）午後３時より県歯会館３階会議
室にて、標記講演会が開催された。
　近年、医科歯科連携の重要性が注目されてい
るが、糖尿病と歯周病の相互関係が糖尿病治療
ガイドラインに明記されているにもかかわら
ず、医科から歯科への糖尿病患者の紹介はほと
んど行われていないのが現状である。その背景
には、医科側が紹介先となる歯科医院の対応や
治療レベルに十分な理解が持てず、不安を感じ
ているという事情がある。この課題への対策と
して、本会では糖尿病患者の歯周病治療を受け
入れる歯科医院を募り、協力医名簿を作成する
こととした。名簿を作成する以上、歯科医院側
にも糖尿病患者に対する歯周治療について一定
水準以上の知識と治療レベルを確保することが
求められる。そこで今回、福岡歯科大学口腔治
療学講座歯周病学分野教授の吉永泰周先生をお
招きし、「糖尿病と歯周病の悪循環を断ち切る
〜歯周治療と地域連携のポイント〜」と題して、
理解と技術の向上を目的とした講演会を行っ
た。30人以上の会員が参加し、後方席まで満席
状態であった。
　糖尿病と歯周病は、相互に悪影響を及ぼし合
う密接な関係にあり、いわゆる「悪循環」を形

成する疾患である。この悪循環を断ち切ること
は、口腔の健康のみならず全身の健康管理にお
いて極めて重要である。その背景には、歯周病
原細菌が歯周組織から血管内へ侵入し、慢性的
な全身炎症を惹起すること、さらに炎症性サイ
トカインであるTNF-α、IL- １β、IL- ６など
がインスリン抵抗性を増大させるという病態メ
カニズムが存在する。
　まず、糖尿病が歯周病に及ぼす影響について
は、糖尿病患者では免疫応答の低下や微小血管
障害が生じやすく、その結果として歯周病の発
症頻度が高まり、進行も重症化しやすいことが
確認されている。一方で、歯周病は糖尿病の病

たくさんの会員に参加頂いた

郡
市
会
報
告

郡
市
会
報
告

多数の方にご参加頂いた

差を解消し、「Both Win」を実現する方策であ
ると結論付けられた。

　また、予防歯科の普及は、生涯の健康、特に
中高年期以降の残存歯数の増加と、それに伴う
要介護状態のリスクの低減、そしてオーラルフ
レイルへの強い影響を考慮する上で、極めて重
要な課題である。フッ化物応用を通じて公衆衛
生的な方策の必要性を再認識し、次世代のため
に継続的な取り組みを行うことの重要性が強調
された。
　質疑応答後、山口学術担当理事の閉会の辞を
持って講演会を終了した。
� （竹中 誠一郎）

― 14 ― ― 15 ―



熊歯会報 Ｒ．８．２

郡
市
会
報
告

郡
市
会
報
告

態そのものにも悪影響を及ぼす。歯周病による
慢性炎症はインスリン抵抗性を増強し、血糖コ
ントロールを悪化させるだけでなく、糖尿病に
伴う血管病変や腎症などの合併症の発症・進行
にも関与する可能性が指摘されている。
　糖尿病は、慢性的な高血糖状態を基盤とする
血管病であり、HbA1cが6.5%以上の場合に糖
尿病と診断される。主な合併症として、神経障
害、網膜症、腎症、末梢動脈疾患、脳心血管障害、
そして歯周病が挙げられる。治療目標は、血糖
値の正常化を目指す場合にはHbA1c 6.0%未満、
合併症予防を重視する場合には7.0%未満、治療
強化が困難な場合には8.0%未満と設定されてい
る。なお、HbA1cは過去１〜２か月の平均的
な血糖状態を反映する重要な指標である。
　糖尿病患者に対する歯周治療は、単に口腔内
の炎症を改善するだけでなく、血糖コントロー
ルの改善にも寄与する可能性があるとされてい
る。ただし、血糖コントロールが不良な患者で
は、歯周基本治療の効果がやや劣る傾向が報告
されている。また、糖尿病患者の歯周治療にお
いて抗菌療法を併用することは、エビデンス上
「弱く推奨」される位置づけにある。歯周外科
治療に関しては、比較的侵襲性の低い治療を想
定した参考値としてHbA1c 6.9%前後が一つの
目安とされており、日本の研究ではHbA1c 6.9%
未満の患者の方が治療成績が良好であったと報
告されている。適切に血糖コントロールされた
糖尿病患者においては、歯周外科治療後の感染
リスクは健常者と同程度とされている。
　しかしながら、糖尿病は全身管理を要する疾
患であり、歯科単独での対応には限界がある。
そのため、内科医との連携を軸としたチーム医
療および地域連携が不可欠である。歯科医院は、
中等度から重度の歯周炎や治癒遅延など糖尿病
を疑う所見を認めた場合には内科へ紹介し、内
科医は問診や検査から歯周病が疑われる場合に
歯科へ紹介するという双方向の連携が求められ
る。
　この連携において、歯科から内科へは歯周病
の重症度、炎症状態（BOPや排膿の有無）、今
後の歯科治療計画、歯周外科治療の予定などを
的確に伝える必要がある。一方、内科から歯科
へは、最新のHbA1c値、服薬内容（SGLT2阻

害薬、GLP-1受容体作動薬、抗血小板薬など）、
低血糖リスク、腎症・網膜症・心疾患といった
合併症、免疫抑制状態や透析の有無など感染リ
スクに関する情報提供が重要となる。
　こうした医療連携を評価する診療報酬制度も
整備されている。歯科から医科へ診療情報を文
書で求め、情報共有を行った場合には「診療情
報連携共有料（120点）」が算定可能である。また、
糖尿病患者などに対し、医科から所定の様式で
情報提供を受け、それに基づいて総合的な医療
管理を行った場合には、「総合医療管理加算（50
点）」を歯科疾患管理料に加算することができ
る。
　最終的に、これらすべての取り組みの中心に
位置づけられるのが患者教育である。患者に伝
えるべき核心は、「糖尿病は歯周病を悪化させ
る」「歯周病は血糖コントロールを悪化させる」
「歯周治療によって血糖値が改善することがあ
る」という３点に集約される。実際の診療現場
では、「糖尿病をしっかり治療して、歯ぐきが
治りやすい状態に近づけましょう」「お口の健
康が血糖値の安定につながります」といった説
明フレーズが有用である。加えて、血糖値確認
のルーティン化、紹介状テンプレートの整備、
説明内容のスタッフ間共有を行うことが、糖尿
病と歯周病の悪循環を断ち切る実践的な鍵とな
る。
� （澤幡 佳孝）

積極的な質疑応答も行われた
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阿蘇郡市歯科医師会

QOSを重視した治療の重要性について知る
― 令和７年度講演会及び懇親会 ―

　11月29日（土）午後４時より、ホテルサンクラ
ウン大阿蘇にて標記講演会と懇親会が開催さ
れた。熊本大学病院 歯科口腔外科の中山秀樹
教授を講師に迎え、『口腔総合診療医ドクター
OS 患者を救え！病名推理ケースプレゼンテー
ション2025 in 阿蘇』という演題で講演頂いた。
佐藤会長の挨拶により開会し、座長の片山建一
会員の進行のもと、講演会はスタートした。
　今回の講演会では、一般歯科診療でも日常的
に遭遇することの多い「粘膜の潰瘍・びらん」「が
ん治療に伴う顎骨壊死」「歯性上顎洞炎」「歯根
端切除術後の長期症例」の４つのテーマについ
て、症例を基に詳細な解説が行われた。

１．粘膜の潰瘍・びらん
　口腔粘膜の潰瘍形成には、患者の服用薬剤が
関与する場合があり、その重要性が強調された。
特に、以下の薬剤が口腔内潰瘍の原因となる可
能性が示された。
・メトトレキサート（リウマチ治療薬）
・DPP-4阻害剤（糖尿病治療薬）
・ニコランジル（狭心症治療薬）
・アレンドロン酸（BP製剤）
　また、近年急速に使用が増えている免疫
チェックポイント阻害剤（ニボルマブ、ペンブ
ロリズマブ）により、口腔扁平苔癬がみられる
ことも紹介された。

２．がん治療に伴う顎骨壊死症例
　BP製剤やデノスマブによる顎骨壊死が疑わ
れた症例の中には、症状が増悪し再検査したと
ころ、実は癌化していたケースが存在したこと

が示され、慎重な経過観察の必要性が再認識さ
れた。さらに、ベバシズマブ、ラムシルマブと
いった血管新生阻害薬においても顎骨壊死が発
生する可能性があることが解説された。

３．歯性上顎洞炎
　開窓療法と根管治療の併用により、急性症状
を抑えつつ抜歯せずに歯の保存が可能であった
症例が紹介された。術式については、歯肉粘膜
の切開・剥離、トレフィンバーを用いた開窓、
掻爬、上顎洞内の洗浄、ドレーン設置といった
手順を、実際の手術動画を用いて非常に詳細に
説明された。

４．歯根端切除術後の長期症例
　中山教授が手がけた左下６番の長期経過症例
が提示された。下顎大臼歯は逆根充困難部位で
あるが、根管を意図的に大きく拡大し、感染歯
質を完全に除去し、オーバー根充後に根切する
ことで逆根充を行わずとも治癒し、長期予後も
良好であった興味深い症例であった。

　中山教授は要所にユーモアを交えながらも、
QOL（Quality of Life）だけでなくQOS（Quality 
of Survival）を重視した治療の重要性も熱意を
もって語られた。約90分の講演は極めて実践的
で、日常臨床に直結する内容が多く、参加者か
らの質疑も活発であった。安光副会長の挨拶に
より講演会は盛況のうちに閉会した。

　講演終了後、同会場にて懇親会が開催された。
乕谷副会長の乾杯の挨拶で始まった懇親会は、
講演会同様に大いに盛り上がり、口腔外科分野
の情報交換や、会員と熊本大学病院歯科口腔外
科との親睦を深める有意義な時間となった。最
後は宇治理事による一丁締めにてお開きとなっ
た。� （多田 真一郎）

様々な症例を基にご説明頂いた

中山教授を囲んで
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阿蘇郡市歯科医師会

楽しい時間を過ごした

― 親睦旅行 in 別府 ―

　12月13日（土）・14日（日）、標記イベントが開
催された。
　初日は午後２時に阿蘇大津駅からスタート
し、あい歯科クリニック、道の駅阿蘇、武藤歯
科医院、内牧角前ファミリーマートを経由し、
午後３時30分に小国ケヤキ広場で全員そろって
九重インターから別府に向かった。バスの中で
は缶ビールで乾杯して楽しく歓談し、午後５時
に「竹と椿のお宿 花べっぷ」に到着した。皆
夕食までの間に温泉にゆったり浸かっていた
が、露天風呂だから頭は涼しくてゆっくり入れ
ると思ったのか、浸かり過ぎてのぼせている人
も数名いた。（もうフラフラ）少し部屋でくつ
ろいだ後、宴会に突入した。おいしい懐石料理
に舌鼓を打ちながら日本酒やふぐ刺しなども追
加して大満足であった。２次会は有志で部屋に
集まり、「これからの歯科界は…」なんて話を
するわけもなく楽しく情報交換などして過ごし
た。

　２日目は午前５時30分にロビーに集合し、小
雨の降る別府公園を散策した。（昨晩張り切っ
て別府の街に出た約５人を除く（笑））ほどな
くして朝食となり、釜炊きの炊き立てご飯で卵
かけご飯を楽しんだ。旅館を後にした一行は地
獄めぐりへと繰り出し、血の池地獄、龍巻地獄、
海地獄、坊主地獄、かまど地獄、ワニに驚かさ
れた鬼山地獄、大型熱帯魚の白池地獄すべてを
回ることができた。その後、玖珠まで移動し、
豊後森機関車庫を見学し、九重町の「そば処よ
しぶ」で天ぷらそばを堪能し帰路についた。日
常を忘れ、親睦を深められた旅行となった。
� （乕谷 真）

楽しい親睦旅行となった

― 18 ―



Ｒ．８．２ 熊歯会報

郡
市
会
報
告

郡
市
会
報
告

人吉球磨歯科医師会

玉名郡市歯科医師会

事前の周知が今後の課題

40年ほど前からの入会金の変遷を知る

― 健康フェスタ歯科相談 ―

― 臨時総会・忘年会 ―

　11月30日（日）、多良木公立病院にて標記イベ
ントが開催された。本会から、清水常務理事、
入江理事、中原弘樹会員、山村礼二会員の４人
が参加した。
　今年度からの試みだったため、やや相談者の
数は控えめであったが熱心な相談者が見受けら
れ想像以上の時間が経過していることに驚い
た。
　相談の内容は、歯磨剤の選択、歯ぎしり、着
色等と多岐に及び歯科医師としての意見をお話
しさせていただいた。

　12月13日（土）午後４時30分より玉名文化セン
ターにて、標記会が開催された。
　開会の後、大林会長より挨拶があり、その中
で初めての試みであるくまもと県北フェスタへ
の参加、夏に行われた参議院議員選挙、歯科衛
生士不足などについて話された。その後議長に
犬束会員、副議長に原会員を選出して報告（令
和７年度上半期会務、代議員会、評議員会、会長・
専務会議）がなされた。続いて議事に移り１号
議案から３号議案まですべて承認可決された。
その他入会金のアンケート結果、大牟田歯科医
師会との連携、会の連絡においてLINEの活用
が話し合われた。入会金をめぐる協議は様々な
会員からの意見があり、すぐに結論が出るよう
な問題でないことが窺われた。

　次回開催時は、事前の十分な周知を行うこと
が課題であると感じられた。今回の試みが歯科
への受診増大に繋がることを期待する。
� （入江 昭仁）

　総会終了後場所を「一喜」に移し忘年会が行
われた。
� （永廣 有伸）

相談コーナーの様子

協議において活発な意見交換がなされた
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天草郡市歯科医師会

歯科界にとって良い年となりますように！

― 令和８年新年会 ―

　１月10日（土）、ホテルアレグリアにて標記会
が開催された。金子恭之国土交通大臣は公務の
為お出でになれなかったが、慣例により天草郡
市の首長、天草郡市選出の県議会議員、三師会
会長をお招きし盛大に行われた。
　先ず初めに、ACT会議等地元自治体との連
携を率先してやってこられた松本会長が、年頭
の挨拶で歯科の窮状改善を訴えられた。それに
呼応する形で馬場天草市長の新年の挨拶とし
て、天草市の12歳児DMFT指数が改善してい
る事や、オーラルフレイルの予防等地道な地域
歯科医療に対する謝意を述べられ、さらに続い
て坂本上天草副市長、山崎苓北町町長、池田県
議、山口県議、楠本県議が新年の祝辞をそれぞ
れ述べられた。

　その後、木場薬剤師会長の乾杯の音頭で新春
の宴が始まり、個々に新年の挨拶を交わされ和
やかな歓談が続いた。

� （槌本 亮二郎）

新年会に参加頂いた皆様
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　11月15日（土）県歯会館４階ホールにて、標記会が開催された。初めに工藤副会長による開会の
挨拶で幕を開けた。工藤副会長は参加者への感謝を述べるとともに、今後、女性歯科医師や歯科
衛生士の復職支援では実際に手を動かせる実習の機会を設けたいとの意向を示し、協力体制への
期待を表明された。講演会では、熊本市北区井上歯科医院の井上泰子院長が「口はいのちの入り
口、こころの出口、私と東洋医学」と題して、東洋医学の基本概念に基づき、歯科臨床における
東洋医学の統合的アプローチについて講演された。心身の「出し入れ（流れ）」を整えることの
重要性が強調され、停滞が様々な不調につながることを示され、主要な臨床応用として、以下の
点が挙げられた。

◦　�ヘルペス関連疼痛への対応：皮疹を伴わない神経支配領域の激痛が不顕性ヘルペスウイルス
に起因する可能性を指摘。バイデジタルオーリングテスト（BDORT）を用いた診断と、抗
ウイルス薬と鍼・瀉血・お灸を併用した治療の有効性が、具体的な症例を通じて示された。
早期診断と統合治療の重要性が強調された。

◦　�救急・訪問診療での活用：救急当番時における多数の疼痛患者に対し、ツボ刺激通電を補助
的に用いることで、効率的な診療と即時的な疼痛緩和を実現した事例が紹介された。訪問診
療においては、患者・家族、現場責任者、スタッフへの丁寧な説明と同意取得のプロセスが
重要であると述べられた。

◦　�漢方薬の臨床適用：保険適用される13種類の漢方薬を中心に、加味逍遥散（更年期・精神不安）、
補中益気湯（虚弱体質・食欲不振）、立効散（口腔内炎症・歯痛）、葛根湯（顎関節症・風邪初期）、
芍薬甘草湯（筋痙攣）などの具体的な効能と、患者の「症」に応じた使い分けが解説された。
特に、立効散による口内炎の即効性や、桂枝茯苓丸による瘀血改善と不定愁訴の軽減例が示
された。

◦　�治療効果と患者ケア：鍼治療による血圧降下作用を利用した抜歯時の安全確保、視力改善や
深い呼吸への効果など、東洋医学の多様な効果が紹介された。また、患者とのコミュニケー
ションを通じて心の安心を促すこと、生活指導（過労是正、産後支援）の重要性など、ホリ
スティックな患者ケアの視点が示された。

熊歯会報Ｈ.31.４

37

― ―

報 告

女性歯科医師の会講演会＆懇親会

井上先生によるご講演は大変有意義であった
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◦　�東洋医学の基礎：気・血・水のバランス、臓腑、経絡、ツボといった東洋医学の基礎概念を
教えて頂き、ご自身の家庭菜園や子育ての経験談を交えながら分かりやすく説明された。

　実践的かつ多岐にわたる内容が、参加者にとって非常に有益であった。講演後には活発な質疑
応答が行われ、参加者の高い関心と理解度が示された。特に、東洋医学の具体的な臨床応用や保
険適用に関する質問が多く寄せられた。
　閉会の挨拶では、町田常務理事より、歯科分野における東洋医学の重要性が今後ますます高ま
ることが示唆され、本講演会がその認識を深める貴重な機会となり、また参加者の知識向上と臨
床実践へ繋がる事を期待したいと締め括られた。

　その後、場所を移して懇親会が開催され、女性歯科医師最年長の竹田豊子先生にもご出席いた
だいた。なかなか普段は一堂に介する機会がなく、年に１度の会合ではあるが、様々な経験談や
現況報告に話が尽きることなく、名残惜しい中の解散となった。

� （坂梨 誉理子）

活発な質疑応答が行われた

懇親会では親睦が深まった
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令和７年度第２回臨時代議員会 開催のお知らせ

【令和７年秋の叙勲「瑞宝双光章」（学校保健功労）】

赤城　公徳 会員

叙勲伝達式

11月26日（水）　勲章・勲記伝達式／天皇陛下拝謁
　　於：ホテルニューオータニ東京/皇居宮殿内　ご欠席

12月23日（火）伝達式　午後６時30分～
　　於：県歯会館

叙勲を受けた赤城会員

　下記の通り令和７年度第２回臨時代議員会を開催しますのでお知らせいたします。

記

　　　　　　　日時：令和８年３月21日（土）　午後３時～
　　　　　　　会場：熊本県歯科医師会館４階ホール

 ［議　事］
第１号議案　令和７年度熊本県歯科医師会会計収支補正予算書（案）の承認を求める件
第２号議案　令和８年度熊本県歯科医師会事業計画（案）の承認を求める件
第３号議案　�令和８年度熊本県歯科医師会会費及び負担金の賦課額、賦課率並びにその

徴収方法（案）の承認を求める件
第４号議案　令和８年度熊本県歯科医師会会計収支予算書（案）の承認を求める件

 ［協　議］
１．県歯科医師会館の管理について
２．時局対策について
３．その他

※�代議員会は公開となっています。傍聴を希望される場合は、事務局に必ずご連絡のう
え、ご来場下さい。
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外来では、障がいをお持ちの方の歯科診療を行っています！ ※休日診療はやっていません×

診療案内 月 火 水 木 金 土
日
祝日

外来診療 ★
10:00~13:00
14:00~17:00

休
10:00~13:00
14:00~17:00

10:00~13:00
◎

10:00~13:00
14:00~17:00

休

IV-ｓ診療
【日帰り】

● ●

★月曜：訪問診療（障がい児・者） ◎金曜午後：診療トレーニング
IV-ｓ(静脈内鎮静法)：午前は【処置中心】、午後は【P管理】にて診療しています♪

センターでの静脈内鎮静法では、呼吸管理が困難だった患者さんに対し、当センターでは全身麻酔が行えない
ため、熊本医療センターのご協力のもと、共同診療にて歯科処置を行った。
熊本医療センターには当センターで歯科麻酔医を務めていただいている山室宰先生が勤務しており、熊本医療
センターの中島部長と歯科衛生士のお力添えのもと、スムーズな連携ができた。
診療内容としては、抜髄、即根充（２本）、大臼歯の既成冠（２本）、CR 充填（１本）、小臼歯の CAD/CAM形
成から imp（３本）を行った。その後、中島部長へバトンタッチ！抜歯（3 本）していただきその日は終了とな
った。また、退院後当センターで補綴装着を行い歯周病管理へ移行となった。
共同診療での C 処置は初めての試みであり、治療機材等も多く持ち込んだ。今回の反省点を同行した歯科衛生
士、機材を準備した歯科衛生士と共有・改善し今後の共同診療に望みたい。

口腔保健センター新聞
第６号

※設備の都合上、全身麻酔は行えません       

熊本医療センターで共同診療を行いました！

（センター 川島みなみ）
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口腔保健センターの場所、診療内容、取り組み等を県民の
皆様へ説明させていただきました。
まだまだ口腔保健センターをご存じない方も多いので、どの様な
周知方法に効果があるのかを考えて活動していく必要があると感
じました。
また、発達障がいで歯科受診に悩んでいらっしゃる方々の相談
もあり、街頭に出ることの大切さも感じました。

病院歯科の先生方と情報を共有することにより、
現在の障がい児・者の歯科受診への課題を再確認し、新たな
出会いや連携を深める機会をいただいています。
熊本医療センターでの共同診療も病院歯科のご協力があった
からこそ、実現できたと嬉しく思っています。
今回の経験を、これからの当センターでの活動に活かして
いきます！！

笑顔ヘル キャンペーンに参加しました！

（センター 日永智子）

手作りの広告ビブス
びぷれす広場で目立ちました
♪

二人ともｷﾘｯと真剣な表情＾＾

熊本市民病院の連携懇談会に参加しました！

椿センター長も、周知活動をしています！
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所管 日付 摘要 出務者

総　　務 11月21日 第46回全国歯科保健大会会長招宴（島根・大橋館） 牛島会長

22日 第46回全国歯科保健大会（島根県民会館） 牛島会長

23日 第18回熊本顎変形症研究会（アークホテル熊本城前） 椿副会長

25日

月次監査　10月末会計現況監査 神山・永松監事

くまもと歯の健康文化賞検討会議
（１）内容・要綱・表彰対象・委員会規程の見直し（２）広報・募集の方法

牛島会長、大林副会長、宇治専務理
事、松原崇士理事

第７回理事会
【承認事項】
（１）新入会員（２）関係機関・団体からの役員等の推薦（３）後援依頼（ニュースレター掲載・
会員発送物同封依頼）
【議題】
（１）令和７年度委託・補助事業予算書（案）（２）令和７年度第２回各郡市会長・専務理
事連絡会議タイムスケジュール（３）令和７年度第２回九州各県専務理事会提出協議題　
ほか

牛島会長他全役員

26日 第３回県社会福祉審議会身体障害者福祉専門分科会審査部会（県庁） 椿副会長

28日

エフエム熊本との面談 牛島会長

都道府県事務長事務連絡会（日歯会館） 永江事務局長

【Web】くまもとメディカルネットワーク（KMN）コアメンバー会議（診療所） 宇治専務理事

12月２日
第11回常務理事会
（１）共催・後援名義使用依頼（２）令和７年度第42回中規模県歯科医師会連合会協議題
（３）令和７年度第２回臨時代議員会日程（案）　ほか

牛島会長他常務理事以上全役員

３日

全館管理打合せ　ブルーウイングとの打合せ 宇治専務理事

日本財団（TOOTH FAIRY）との打合せ 宇治専務理事

県スポーツ協会第２回財務特別委員会（ホテル熊本テルサ） 宇治専務理事

６日

8020推進財団設立25周年記念第23回フォーラム8020（日歯会館） 牛島会長

くま歯キャラバン隊（神歯大同窓会熊本県支部）（アークホテル熊本城前）
（１）点数アップの為の保険診療のポイント　受講者：31人 野田理事

神奈川歯科大学同窓会熊本県支部忘年会（アークホテル熊本城前） 椿副会長

７日
第68回県三師会親善剣道大会（熊本公徳会武道場『振武館』） 工藤副会長

第68回県三師会親善剣道大会懇親会（熊本市） 工藤副会長

10日

日歯役員報酬算定審議会（日歯会館） 牛島会長

賞与授与式 宇治専務理事

菊陽病院との面談 宇治専務理事

13日

くま歯キャラバン隊（八代）（八代歯会口腔保健センター）
（１）点数アップの為の保険診療のポイント　受講者：24人 野田理事

鹿児島大学歯学部同窓会熊本県支部忘年会（熊本市） 牛島会長

九州歯科大学熊本県同窓会忘年会（アークホテル熊本城前） 牛島会長

16日

県総合保健センター臨時理事会説明（診療所） 伊藤顧問

第12回常務理事会
（１）令和７年度委託・補助事業予算書（案）（２）令和７年度第２回九州各県歯科医師会
専務理事会提出協議題（３）令和８年度九州各県歯科医師会医療管理担当者会（熊本開催）
開催日時　ほか

牛島会長他常務理事以上全役員

17日
九州厚生局熊本事務所よりご挨拶　矢田九州厚生局長、村木熊本事務所長他１人 牛島会長

支払基金審査運営協議会（支払基金） 牛島会長

社会保険
11月29日 社会保険委員会　

（１）会員向け発行物（２）個別指導立会者、個別相談対応（３）報告事項と今後の日程 野田理事、桐野委員長他12委員

12月11日 保険個別指導（第二合同庁舎）　４医療機関 市川・中川委員

地域保健
学校歯科

11月23日
くまもと健康づくり県民横丁（くまもと健康づくり県民フォーラム）（下通りアーケード）
明治安田生命、県歯科衛生士会との協働取組 松原崇士理事他４委員

県健康づくり県民会議（くまもと健康づくり県民フォーラム）（パレアホール） 宇治専務理事

29日 生活歯援プログラム（松本建設㈱） 歯科衛生士２人

12月３日 事業所歯科健診（青山製作所） 片山会員

５日 生活歯援プログラム（済生会熊本病院） 歯科衛生士２人

８日 笑顔ヘルＣキャンペーン反省会　熊日・県歯科衛生士会・県歯科技工士会との反省会
（１）実施報告書（２）全体の反省点（３）次年度の開催予定

大林副会長、馬場常務理事、秋山・
髙田・松原崇士理事、髙水間委員長

９日 第２回フッ化物洗口推進打合会 大林副会長、髙田理事、髙水間委員
長

会 務 報 告 自　令和７年11月21日
至　令和７年12月18日
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所管 日付 摘要 出務者

地域保健
学校歯科

10日 事業所歯科健診（青山製作所） 片山会員

18日
県PTA共済審査委員会（県総合福祉センター） 上野委員

【Web】糖尿病・歯周病医療連携研修会リハーサル
（１）講師とのWeb配信接続確認（２）出務者役割分担

松原崇士理事、髙水間委員長他３委
員

地域包括
ケア

11月21日 令和８年度後期高齢者歯科口腔健診単価協議 宇治専務理事、町田常務理事、立山
理事、園田委員長

22日 がん医科歯科連携登録医のための全国共通がん医科歯科連携講習会（１回目）　受講者：５
人 太田・野田・園田理事、三森委員

25日 ケアマネ協会と研修会打合せ（各診療所）
（１）研修会全体内容（２）ブレイクアウトルーム（３）グループワーク 【Web】園田委員長他３人

26日 第２回日歯地域保健委員会（日歯会館） 町田常務理事

28日 県介護支援専門員協会合同企画研修会接続テスト
（１）接続テスト・試写（２）流れの確認

【来館】園田委員長【Web】他１委
員

29日
【Web】県介護支援専門員協会合同企画研修会　受講者：70人　県歯講師：園田隆紹 委員
長　演題：「基本チェックリストからわかるお口の機能について」　ＣＭ協会講師：藤井美
香 先生　演題：「在宅生活を支える口腔ケア」

町田常務理事、立山理事他５人

12月６日 【Web】在宅歯科医療研修会（１日目）　演題：「『食べる』に関わる全身のみかた」　受講者：
61人 講師：日本大学歯学部摂食機能療法学講座 米永 一理主任教授

大林副会長、町田常務理事、立山理
事、園田委員長他４人

７日 【Web】在宅歯科医療研修会（２日目）　演題：「歯科漢方の使い方」　受講者：53人 講師：
日本大学歯学部摂食機能療法学講座 米永 一理主任教授

町田常務理事、立山理事、園田委員
長他３人

８日 健康づくりリーダー等研修会（県総合福祉センター）　健康・生きがいづくり支援事業　講
師：園田隆紹 委員長 園田委員長

11日 宇土市第３回カムカム健康プログラム（宇土市健康センター） 立山理事他１人

16日 【Web】がん拠点病院研修会打合せ（各診療所）
（１）台湾との時差確認（２）Web接続確認（３）研修会内容・流れ確認 太田理事他１人

17日 【Web】県後期高齢者医療広域連合との歯科健診受診率向上への取組み協議（各診療所） 町田常務理事、立山理事、園田委員
長

18日 益城町第３回カムカム健康プログラム（ひろやす荘） 金子主任

広　　報
12月８日 【Web】広報委員会

（１）熊歯会報１月号・１校目校正
【会館】秋山理事、月精委員長他２
委員【Web】他３委員

15日 【Web】広報委員会
（１）熊歯会報１月号・２校目校正

【会館】秋山理事、月精委員長他３
委員【Web】他２委員

医療対策

11月28日 第２回コンプライアンス推進室会議　
（１）コンプライアンス推進室立ち上げにあたり（２）前回の内容（３）今後の方針

工藤副会長、宇治専務理事、椿常務
理事、牧理事、弘中副学院長、井上
教務部長

12月３日 医療相談 椿常務理事、松原良太理事

４日 医療相談 椿常務理事、松原良太理事、町田委
員長

15日 医療対策委員会　
（１）事例報告（２）委員提出協議題（３）検討事項　ほか

椿常務理事、松原良太理事、町田委
員長他全委員

厚生・医療
管理

11月21日 Out of KidZania inくまもと前日準備（熊本城ホール） 工藤副会長、牧理事

22日 Out of KidZania inくまもと（１日目）（熊本城ホール）　参加者：16人 工藤副会長、牧理事他２委員

23日 Out of KidZania inくまもと（２日目）（熊本城ホール）　参加者：20人 工藤副会長、牧理事、黒岩委員長他
４委員

12月３日 【Web】厚生・医療管理小委員会（県歯会館、診療所）
（１）復職支援離職防止講演会・実習講師との打合せ（内容と流れ等を確認）

【会館】工藤副会長、牧理事【Web】
黒岩委員長他１委員

４日 復職支援離職防止講演会・実習講師との会場下見（学院） 工藤副会長

10日 県健康づくり推進課打合せ 宇治専務理事

センター

11月22日 訪問看護師の看護知識・技術の学び直し研修（県看護研修センター） 我那覇副センター長

29日 口腔保健センター登録歯科医制度研修会打合せ 椿センター長、我那覇副センター長、
三笘常任理事、川島診療部長

30日 口腔保健センター登録歯科医制度研修会　受講者：46人
椿センター長、我那覇・大坂副セン
ター長、三笘常任理事、川島診療部
長

12月２日 口腔保健センター職員面接 椿センター長、宇治専務理事

３日 口腔保健センター長診療日（口腔保健センター） 椿センター長

８日
口腔保健センター役職委員会（口腔保健センター）
（１）アクティブネットワーク九州（２）日本障害者歯科学会雑誌ニューズレターの原稿
（３）50周年記念式典　ほか

椿センター長、我那覇・大坂副セン
ター長、三笘常任理事、川島診療部
長

９日
口腔保健センター実務委員会 
（１）レセプト件数と鎮静下治療の待機時間（２）特別支援学校への広報活動（３）令和７
年度保健指導実績報告　ほか

椿センター長、我那覇・大坂副セン
ター長、宇治専務理事、三笘常任理
事、川島診療部長
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所管 日付 摘要 出務者

センター 18日

50周年記念式典打合せ（ホテル熊本テルサ）　
（１）会場レイアウト（２）器材（３）演奏会のタイムスケジュール 大坂副センター長

口腔保健センター総会　
（１）事業報告（２）50周年記念式典（３）アクティブネットワーク九州　ほか

椿センター長、我那覇・大坂副セン
ター長、三笘常任理事、川島診療部
長他協力医３人

学　　院

11月23日 学院文化祭（熊歯衛祭）学生会主催　印象練和コンテスト、あいりすTalk、歯の謎解き体験、
ヨーヨーすくい、赤染体験、お口のエステ他 弘中副学院長、神山教務委員

26日 学院役職員会
（１）行事及び諸会議（２）会計現況（３）災害歯科保健医療体制整備事業　ほか

牛島学院長、大林・弘中副学院長、
井上教務部長

12月６日 第16回日本歯科衛生教育学会総会・学術大会（至７日）（静岡県立大学） 弘中副学院長他２人

９日 令和７年度臨床実習指導担当歯科衛生士研修会　講演会「学生教育施設でのコンプライア
ンスとは」「歯科衛生士に求められるコンプライアンスとは」　講師：椿 賢県歯常務理事

工藤副会長、大林・弘中副学院長、
井上教務部長、吉武教務委員他３委
員

12日
学院運営審議会
（１）行事及び諸会議（２）令和７年度収支計算書、運用基金会計現況（３）職員退職積立
金集約　ほか

牛島学院長、大林・弘中副学院長、
井上教務部長、神山教務委員、椿・
工藤副会長、宇治専務理事

国保組合

11月27日 全協保健事業推進担当者研修会（全国町村会館） 竹屋書記

12月５日 全協九州支部事務研修会（福岡県歯会館） 田代課長他１人

11日
第３回国保理事会
（１）保険給付規程の一部改正（案）（２）令和８年４月以降の自家診療への対応（３）個
人情報保護評価書（基礎項目評価書）の新様式再提出　ほか

牛島理事長他全役員

永田　博久 先生
2026年１月19日　ご逝去　93歳

◦郡　市　名：熊本市
◦入会年月日：昭和34年４月１日

ご　訃　報

謹んでご冥福をお祈り申し上げます。
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事業課からのご案内

朝日生命　　アフラック生命　　住友生命　　SOMPOひまわり生命
第一生命　　日本生命　　明治安田生命　　メットライフ生命

[ 県歯事務局 事業課　TEL：096-343-8020 ]

下記保険会社と団体収納契約をしている為、会費明細引きがご利用可能。

個人加入の保険料が団体割引でお安くなり、保険内容に何も影響ありません。

手続きは簡単、事務局が代行します。ぜひ便利でお得な制度をご活用ください。

グループ保険は歯科医師会が契約者で
保険料を一括納付しています。

会員だけがいつでも自由に加入できる制度です。

引受保険会社 幹事 メットライフ生命

保険料がさらに
お安くなりました

最高「5000万円」の
◎令和５年８月より

保障が無診査で加入OK
80才まで継続可能になります！

配偶者も 1000万円
まで加入OK

１年更新で配当金は
毎年加入者へ還元

其の
1

其の
２

（2022年の還元率 54％）

会員専用グループ保険制度のご案内
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March 3
主な行事予定

３日（火）

６日（金）

７日（土）

10日（火）

21日（土）

24日（火）

第17回常務理事会 （県歯会館）

卒業式 （県歯会館）

国保通常組合会 （県歯会館）

第11回理事会 （県歯会館）

第２回臨時代議員会 （県歯会館）

第18回常務理事会 （県歯会館）

　MI：ミニマルインターベンション。ご存知の通り、歯は出来るだけ削らずに、健康な歯質を最大限残して歯の寿命を伸ば
すことです。その前に予防が大前提ではありますが。患者さんの歯を守るために大切な事と肝に銘じてきました。
　然し乍ら保険治療用金属の高騰で、歯質削除量を多大に要すCAD／CAM修復が保険改定のたびに適応範囲を広げてきて
います。歯を多く削って白くする。患者さんには喜びもありますが、根本的に何か違うような気がしてなりません。
　厚労省は大丈夫なのでしょうか？国民のためにも、歯科医師のためにも良い施策と思っているのでしょうか？
　金が１gあたり25,000円を超えるご時世で、（セミ）プレシャスメタルのポーセレンを患者さんのためにコツコツと説明する
私は良い歯科医師なのでしょうか？矛盾が多い保険制度に疑問も持たず流されていくと、初心が崩れるようで辛いです｡

（A.K）編集者のつぶやき

安心・安全歯科医療推進制度
熊本県歯科医師会

熊本歯科衛生士専門学院は
Instagramでも情報発信中！

ぜひご覧ください

熊本歯科衛生士専門学院
インスタグラム


